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本
論
文
は
、「『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
の
表
現
機
構
と
思
想
信
仰
」
と
題
し
、
第
四
章
第
十
一
節
か
ら
な

る
考
察
で
あ
る
。
以
下
、
要
旨
を
記
し
て
み
た
い
。 

 

第
一
章
で
は
、『
伝
法
絵
』
の
諸
本
と
研
究
史
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
ま
と
め
た

上
で
、『
伝
法
絵
』
に
お
い
て
疑
問
視
と
さ
れ
て
い
る
「
作
者
説
」
を
中
心
に
、
ま
と
め
て
み
た
。 

跋
文
の
署
名
に
あ
る
「
願
主
躭
空
」
を
「
二
尊
院
湛
空
」
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
議
論
の
焦
点
は
、

主
に
、
次
の
二
点
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
署
名
の
字
、「
躭
」
が
、「
湛
」
で
は
な
い
点
。
第
二
に
、

署
名
と
と
も
に
あ
る
年
齢
表
記
が
歴
史
的
事
実
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
二
尊
院
湛
空
か
否
か
を
判
断
す
る

時
に
、
こ
の
二
点
を
だ
け
を
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
、
脆
弱
だ
と
す
る
三
田
全
信
氏
、
中
井
真
孝
氏
等

の
意
見
に
賛
同
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
国
文
学
的
手
法

を
用
い
て
、『
善
導
寺
本
』『
国
華
本
』
に
お
け
る
表
現
に
注
目
し
、
そ
の
文
脈
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

作
者
の
思
想
信
仰
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
が
、
本
論
文
の
第
二
章
、
第
三
章
で
あ
る
。 

 

第
二
章
は
、『
伝
法
絵
』
の
表
現
機
構
と
題
し
て
、
本
文
・
和
歌
に
注
目
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し

た
。
第
一
節
で
は
、『
善
導
寺
本
』
の
出
生
場
面
に
は
、
庭
で
「
弓
矢
を
射
る
武
士
」
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
出
産
時
に
お
け
る
魔
除
け
「
蟇
目
・
鳴
弦
」
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
法
然
上
人
（
以
下
、
敬
称
を
略
す
）
の
誕
生
の
日
に
輝
い
た
「
弓
張
月
」
は
、
法
然
の
誕
生
を
示
す

象
徴
で
あ
り
、
上
巻
末
尾
の
和
歌
二
首
に
は
、「
ゆ
み
は
り
」
の
語
句
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
上
巻
冒
頭
の
「
弓
を
張
っ
て
、
鳴
ら
す
」
魔
除
け
の
絵
と
、
上
巻
巻
末
の
「
弓
張
月
」
を
詠

ん
だ
和
歌
は
、
首
尾
照
応
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。 

第
二
節
で
は
、
細
見
美
術
館
所
蔵
『
国
華
本
』「
屋
島
・
須
磨
」
の
段
を
取
り
上
げ
、
原
文
を
翻
刻
し
、

通
釈
を
施
し
た
。
法
然
の
配
流
場
面
に
お
け
る
こ
の
章
段
に
は
、
独
自
和
歌
が
あ
り
、
和
歌
の
句
頭
に
「
な

も
あ
み
た
ふ
」を
詠
み
込
ん
だ
折
句
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
表
現
が
も
た
ら
す
表
現
効
果
に
も
言
及
し
た
。 

第
三
節
で
は
、「『
伝
法
絵
』
和
歌
考
―
―
王
羲
之
と
鳥
跡
を
中
心
に
―
―
」
と
題
し
て
、
法
然
の
三
七

日
忌
の
法
要
に
、「
湛
空
」
が
王
羲
之
の
摺
本
を
奉
納
し
、
羲
之
の
名
前
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
が
贈
ら
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
和
歌
に
、
な
ぜ
「
王
羲
之
」
の
名
前
を
詠
む
の
か
調
査
し
て
み
る
と
、『
万

葉
集
』
歌
人
に
よ
る
王
羲
之
へ
の
尊
崇
を
知
り
得
た
。
ま
た
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
「
鳥
の
跡
久
し

く
と
ど
ま
れ
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、「
文
字
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
和
歌
の
道
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
意
味
を
持
っ
た
こ
の
く
だ
り
を
、
平
安
歌
人
が
『
古
今
集
』
仮
名
序
と
と
も
に
「
鳥
跡
」
の
語
句
を

重
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』「
柏
木
」
に
は
、
死
の
瀬
戸
際
に
い
る
柏
木

が
和
歌
を
詠
む
場
面
が
あ
り
、
柏
木
の
文
字
の
様
子
を
示
す
言
葉
に
「
鳥
跡
」
の
語
句
が
用
い
ら
れ
、
こ

の
場
面
が
、
後
世
の
文
学
作
品
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
た
。『
善
導
寺
本
』
の
、
三
七
日
忌

に
贈
ら
れ
た
和
歌
と
、『
源
氏
物
語
』「
柏
木
」
の
場
面
は
、
ど
ち
ら
も
「
死
」
の
前
後
と
い
う
状
況
で
、

共
通
し
、
和
歌
に
「
鳥
跡
」
の
語
句
を
読
ん
だ
『
善
導
寺
本
』
と
、
文
字
の
様
が
「
鳥
跡
」
の
よ
う
で
あ

り
な
が
ら
も
和
歌
を
詠
む
『
源
氏
物
語
』
の
場
面
と
は
、
共
通
点
が
多
い
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
最
終

的
に
は
、
こ
の
和
歌
を
法
要
で
捧
げ
る
こ
と
で
、
湛
空
が
師
の
法
然
に
、
決
意
表
明
を
示
す
く
だ
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 



第
四
節
で
は
、「『
善
導
寺
本
』
に
お
け
る
絵
解
き
の
形
跡
―
―
『
説
経
か
る
か
や
』
を
手
が
か
り
に
―

―
」
と
題
し
て
、『
善
導
寺
本
』「
無
品
親
王
静
恵
」
の
病
気
平
癒
の
場
面
に
描
か
れ
た
童
子
「
石
金
丸
」

に
着
目
す
る
こ
と
で
、
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
善
導
寺
本
』
に
お
い
て
「
石
金
丸
」

は
重
要
な
二
場
面
に
描
か
れ
、
法
然
に
付
き
従
う
童
子
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
無
品
親

王
の
病
気
平
癒
」
の
場
面
に
お
い
て
は
、
僧
侶
に
交
じ
り
説
法
を
聞
く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。「
天
台
座
主

へ
誓
文
を
送
る
」
場
面
に
お
い
て
は
、「
使
者
」
の
役
割
を
担
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。「
石
金
丸
」
と
い
う

名
前
に
注
目
す
る
と
、『
説
経
か
る
か
や
』
や
『
平
家
物
語
』
の
「
石
童
丸
」
と
い
う
名
の
童
子
（
『
平
家

物
語
』
に
は
「
石
金
丸
」
も
登
場
す
る
）
が
想
起
さ
れ
る
。『
か
る
か
や
』『
平
家
物
語
』
の
「
石
童
丸
」

は
、
念
仏
信
仰
を
持
ち
な
が
ら
、
主
人
公
に
最
後
ま
で
付
き
随
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
童
子
が
従
う
、

『
か
る
か
や
』
の
苅
萱
道
心
、『
平
家
物
語
』
の
維
盛
・
重
衡
、『
善
導
寺
本
』
の
無
品
親
王
静
恵
と
い
っ

た
三
者
の
境
遇
こ
そ
、
異
な
る
も
の
の
、「
法
然
に
戒
を
授
か
り
」、「
戒
律
を
守
る
」
行
動
を
取
る
。
そ
の

主
人
に
付
き
従
い
見
守
る
人
物
に
、「
石
童
丸
」「
石
金
丸
」
と
い
う
名
前
で
共
通
す
る
と
い
う
、
親
和
性

の
高
い
構
図
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

第
三
章
は
、「『
伝
法
絵
』
の
思
想
信
仰
」
と
題
し
て
、
第
一
節
で
は
、『
善
導
寺
本
』
に
述
べ
ら
れ
た
『
隋

天
台
智
者
大
師
別
伝
』（
以
下
、『
別
伝
』
と
称
す
）
を
淵
源
と
す
る
話
型
「
霊
山
同
聴
法
華
」
の
存
在
に

着
目
し
た
。
法
然
伝
に
お
け
る
こ
の
話
型
の
意
義
と
は
、
法
然
の
円
頓
戒
が
、
叡
山
に
お
け
る
慈
覚
大
師

流
の
正
統
相
伝
で
あ
る
こ
と
を
語
る
う
え
で
、「
霊
山
同
聴
法
華
」
に
お
け
る
、
釈
尊
と
慧
思
と
智
顗
の
師

弟
関
係
は
、
血
脈
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
話
型
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

第
二
節
で
は
、「『
国
華
本
』「
此
界
一
人
念
仏
名
」
考
」
と
題
し
て
、『
国
華
本
』
に
記
さ
れ
た
『
浄
土

五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』（
以
下
、『
法
事
讃
』
と
称
す
）
の
一
節
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
文
言
に
よ
っ
て
、

円
仁
帰
朝
後
、
叡
山
を
中
心
に
『
法
事
讃
』
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
く
だ
り
は
、
法
然

の
説
法
の
こ
と
ば
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
伝
法
絵
』
作
者
は
、『
法
事
讃
』
に
も
精
通
し
た
人
物

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
く
わ
え
て
、『
伝
法
絵
』
上
巻
に
「
霊
山
同
聴
法
華
」
思
想
、
下
巻
に
「
此

界
一
人
念
仏
名
」
の
「
天
台
浄
土
教
思
想
」
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
伝
法
絵
』
上
下
巻
が
同
一
思
想
で

通
底
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
、『
伝
法
絵
』
作
者
の
思
想
信
仰
も
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、『
善
導
寺
本
』（
上
巻
）
と
『
国
華
本
』（
下
巻
）
に
は
、「
天
台
浄
土
教
」
と
い
う
思
想
信
仰

に
お
い
て
親
近
性
が
認
め
ら
れ
、
両
本
が
密
接
な
関
係
を
持
つ
写
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

第
三
節
で
は
、「『
伝
法
絵
』
の
臨
終
場
面
を
読
む
―
―
「
如
意
臨
席
」
を
手
が
か
り
に
―
―
」
と
題
し

て
、『
国
華
本
』
臨
終
場
面
に
の
み
描
か
れ
た
「
如
意
を
持
つ
僧
侶
像
」
に
注
目
し
、
こ
の
僧
が
誰
で
あ
る

の
か
に
つ
い
て
考
察
を
く
わ
え
た
。
そ
の
結
果
、『
別
伝
』
に
、
如
意
を
持
っ
て
、
師
弟
の
間
で
附
法
が
確

か
め
ら
れ
る
「
如
意
臨
席
」
の
文
言
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
師
弟
と
は
、
す
な
わ
ち
慧
思
と
智
顗
で
あ
り
、

「
霊
山
同
聴
」
に
つ
づ
い
て
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、『
別
伝
』
を
援
用
す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
た
。
く
わ
え

て
、「
智
顗
が
最
晩
年
に
見
た
夢
告
」
に
お
い
て
、
①
師
の
南
岳
大
師
慧
思
か
ら
浄
土
往
生
が
確
約
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
②
智
顗
の
臨
終
に
は
、
阿
弥
陀
三
尊
と
と
も
に
慧
思
が
見
送
る
（
見
届
け
る
）
こ
と
の
二
点

を
約
束
さ
れ
、
智
顗
が
自
身
の
「
死
の
相
」
を
知
る
の
で
あ
っ
た
。 

看
過
で
き
な
い
点
は
、「
霊
山
同
聴
」、「
如
意
臨
席
」、「
臨
終
の
夢
告
」
の
三
点
が
『
隋
天
台
智
者
大
師

別
伝
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
伝
法
絵
』
作
者
は
、『
別
伝
』
の
慧
思
と
智
顗

の
附
法
に
着
目
し
、
そ
れ
を
自
ら
作
っ
た
法
然
伝
（『
伝
法
絵
』）
に
援
用
し
、
法
然
の
円
頓
戒
の
正
統
性

を
詞
書
や
「
臨
終
場
面
の
絵
」
に
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 



第
四
節
で
は
、『
善
導
寺
本
』
上
巻
の
「
清
水
寺
の
仏
と
仁
和
寺
入
道
法
親
王
が
同
詠
し
た
和
歌
」
を
と

り
あ
げ
、
和
歌
の
背
景
に
あ
る
思
想
・
信
仰
に
迫
っ
て
み
た
。
そ
の
思
想
と
は
、「
観
音
菩
薩
＝
阿
弥
陀
仏

＝
大
日
如
来
＝
法
華
経
」
と
い
う
密
教
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
同
体
思
想
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
同
体
信
仰

は
、
古
く
は
、
空
海
の
『
法
華
経
密
号
』『
法
華
経
開
題
』
に
は
じ
ま
り
、『
讃
岐
典
侍
日
記
』、『
沙
石
集
』
、

『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄
』
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
和
歌
を
法
然
伝
（『
伝
法
絵
』）
に
収
載
で
き
、

密
教
的
同
体
信
仰
に
も
精
通
し
て
い
る
人
物
を
考
え
る
と
、「
三
密
の
法
勝
」「
密
学
第
一
」
と
評
価
さ
れ
、

歌
僧
と
し
て
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
る
二
尊
院
湛
空
上
人
の
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
と
い
う
結
論
に
至
っ

た
。 第

四
章
は
、「『
善
導
寺
本
』
作
者
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、『
伝
法
絵
』
の
作
者
像
に
迫
っ
た
。 

第
一
節
で
は
、「『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
の
和
歌
と
作
者
―
―
『
善
導
寺
本
』
の
表
現
を
手
が
か
り
に
―

―
」
と
題
し
て
、『
善
導
寺
本
』
上
巻
に
あ
る
和
歌
二
首
の
解
釈
を
行
っ
た
。
一
首
目
は
、
法
然
の
出
家
に

際
し
て
、
母
が
涙
を
流
し
た
こ
と
を
「
秘
密
灌
頂
」
と
表
現
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
解
釈
を
行
っ
た
。

二
首
目
は
、
鶏
の
鳴
き
声
「
か
け
ろ
」
を
詠
ん
だ
和
歌
で
、
こ
の
用
例
が
古
く
は
、『
神
楽
』
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
く
わ
え
て
、
法
然
伝
諸
本
に
収
載
さ
れ
た
和
歌
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
善
導
寺
本
』
に
は
、

独
自
和
歌
が
多
く
あ
り
、
和
歌
の
作
者
と
本
文
作
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し

た
。 第

二
節
で
は
、「
奈
良
に
お
け
る
湛
空
の
活
躍
―
―
『
法
華
滅
罪
寺
縁
起
』
と
『
楢
葉
和
歌
集
』
を
手
が

か
り
に
―
―
」
と
題
し
て
、『
法
華
滅
罪
寺
縁
起
』
に
記
さ
れ
た
、
湛
空
の
法
華
寺
の
尼
僧
へ
の
授
戒
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
こ
こ
に
湛
空
の
授
戒
の
師
と
し
て
の
側
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、『
楢
葉
和
歌
集
』
を
調
査
す
る
と
、
奈
良
・
京
都
の
僧
侶
が
多
く
入
集
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
の

一
人
に
「
聖
信
法
師
」
の
名
前
が
認
め
ら
れ
た
。
調
査
を
す
す
め
る
と
、
こ
の
人
物
が
、
正
信
房
（
聖
信

房
）
湛
空
で
あ
る
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。 

以
上
が
、『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
の
表
現
機
構
と
思
想
信
仰
に
つ
い
て
の
考
察
結
果
で
あ
る
。 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
結
果
か
ら
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
『
伝
法
絵
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
伝
本
で

あ
る
の
か
、
付
言
し
て
お
き
た
い
。 

 

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
勘
案
す
る
と
、『
伝
法
絵
』
の
転
写
本
で
あ
る
『
善
導
寺
本
』『
国
華
本
』
は
、
和

歌
を
主
要
場
面
に
巧
み
に
用
い
て
い
る
点
と
、『
別
伝
』
の
思
想
で
通
底
し
て
い
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
二
尊
院
湛
空
は
、
自
分
の
有
す
る
和
歌
や
台
密
、
浄
土
教
と
い
っ
た
幅
広
い
知

識
を
以
て
、
法
然
滅
後
二
十
五
年
目
に
、
祖
師
報
恩
の
思
い
で
、
多
く
の
人
々
を
、
法
然
（
念
仏
の
教
え
）

と
「
結
縁
さ
せ
る
た
め
」
に
、『
伝
法
絵
』
を
作
り
あ
げ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
描
か
れ

た
表
現
機
構
は
、
湛
空
の
有
す
る
知
識
（
和
歌
、
台
密
、
浄
土
教
）
で
あ
り
、
作
者
の
も
っ
て
い
る
思
想

信
仰
を
通
し
た
、
法
然
上
人
像
を
描
き
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
を
、
現
時
点
で
の
結
論
と
し
た

い
。 

 


